
 

 北海道真駒内養護学校 学校便り「射雲１号（H３０.４.1０）」巻頭言 

131名の成長を支えます 

校長 宮崎真彰    

 

 期待と緊張の面持ちの２名の転入生と小学部 10 名、中学部 18 名、高等部８名の新入生が、在校生の拍手の中に迎

えられました。また、教職員は 23 人が転入しました。142 名の教職員が一丸となって、131 名の児童生徒の成長を支

えます。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、新年度のスタートにあたり、全職員で次のことを再確認しました。 

１ 本校は、「社会の中で、明るく前向きに生きる人を育てる」を学校の教育目標として、本校が軸としている①自ら

考え判断すること ②必要な情報を得ること ③意思などを効果的に表現すること ④人と協調すること ⑤健康

や体力や身体諸機能の維持・向上を図ること の、生きる力の五要素を視点に、児童生徒の力を引き出し、最大限に

高めることを第一義としていること。 

２ 安心して学べる環境が担保されている必要があり、命を守り、尊厳を大切にした教育環境をつくること。 

３ スピード感を持って対応できるよう協働して取り組むこと。 

４ 保護者とのパートナーシップを図ること。 

お子様の成長は、学校と保護者の皆様の連携と協力によって支えられます。そのためには、保護者の皆様がお子様のこ

とについて自由に意見を出していただくことが重要です。私たちは、思いを汲み取れるよう努力します。中にはご希望に

応えられないこともあるかと思いますが、お互いに意見を交換し、どうしていったらよいかを探していきたいと思います。 

今年度も、ご理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 


